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顕微鏡工学　創薬　脳情報処理　バーチャルリアリティ　自閉スペクトラム症

■研究の概要

■研究・技術のプロセス／研究事例

生きた個体における脳の活動を顕微鏡で画像化し
て理解する脳活動イメージングは、脳機能を理解する
ための極めて強力な研究手法です。私たちは、バー
チャルリアリティ環境で行動するマウスの脳活動をイ
メージングする最先端の研究手法を用いて、学習、社
会性や他者に対する感情を支える脳のメカニズムを
明らかにする研究を進めています。特に脳の深くを高
解像度で観察できる二光子レーザー顕微鏡を用いた
イメージング（図 1、図 2）や機械学習を用いたマウス
の表情解析（図 3）などを用いて、自閉スペクトラム症
の背後にある神経回路機能の異常を理解する研究を
進めています。

生後の発達や経験によって脳の構造や機能が適応
的に変化する「可塑性」は、脳がもつ最も驚くべき特徴
の一つです。その基本メカニズムを明らかにし、得ら
れた知見をヒトの脳機能の障害の理解につなげるた
めに、私たちは発達障害、特に自閉スペクトラム症に
おける脳機能の変化に注目した研究を進めてきまし
た。社会的コミュニケーションの困難さと特定の行動
パターンの繰り返しを特徴とする自閉スペクトラム症
の特性と要因は幅広く多様なため、脳の神経回路レベ
ルの障害を明らかにするためにはモデル動物を用い
た研究が不可欠です。私たちは、このような自閉スペク
トラム症モデルマウスの脳活動イメージングを用い
て、空間記憶に関わる脳領域の“脳内地図“の異常（図
4）や、行動の切り替えに伴う大脳皮質ネットワークの
機能的な障害を明らかにしてきました。
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上記の研究以外にも、生体組織の深部を観察する内視鏡の開発などで企業との共同研
究の実績をもっています。私たちのもつ技術と専門性を新しい生物顕微鏡の開発や発達
障害の創薬などに役立てたいと考えています。

図1 バーチャル空間で学習するマウスの
　二光子イメージング

図2 空間記憶に関わる脳領域（海馬）の活動。
　    白く光る細胞が活動中の細胞。

図3 機械学習を用いたマウスの表情解析

図4 自閉スペクトラム症モデルマウスにおける脳内地図の異常。
　異なる色の点は異なる場所で活動する細胞を示す。
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